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難病患者の実態調査

難病医療費公費負担制度による医療費受給者の解析

柴崎 智美 永井 正規 阿相 栄子 中村 好一

柳川 洋 川村 孝 大野 良之

目的　特定疾患（難病）の医療費公費負担制度を利用している医療受給者全体及び疾患ごとの実態を明らか

にする。

方法　1992年度（平成4年度）に医療費公費負担を受けた難病の医療受給者の全数調査を行った。

成績　1)　報告された受給者数は247,726人で，男93,251人，女154,274人，性比（男/女）0.60である。男女

ともに40歳代から60歳代にかけての年齢階級の受給者が多く，入通院が明らかになったもののうちの

13.5％が入院治療を受けていた。診療科は，内科が47,222人（53.0％）で最も多い。

　2)　受給者数が最も多い疾患は，全身性エリテマトーデス35,690人で，ついで潰瘍性大腸炎29,882

人，パーキンソン病27,221人，特発性血小板減少性紫斑病19,594人，強皮症・皮膚筋炎および多発性筋

炎17,161人である。新規受給者数が最も多いのは，潰瘍性大腸炎5,361人で，ついでパーキンソン病

5,037人，特発性血小板減少性紫斑病4,074人，全身性エリテマトーデス3,666人，強皮症・皮膚筋炎お

よび多発性筋炎2,487人である。

結論　1992年の難病の医療受給者の調査を行った。受給者総数，新規受給者数は過去8年間に増加し，受給

者の性比も年度毎に高くなっており，受給者における男性の占める割合の増加が認められた。また，

1992年度の人口10万対の受給者は男女ともに60歳代が最も多く，年度毎に受給者数が最大となる年齢が

徐々に高くなる傾向を示した。今回初めて調査対象となった原発性胆汁性肝硬変と混合性結合組織病

は，性比が低くその性・年齢分布，入院受給者の割合などが全身性エリテマトーデスや，強皮症・皮膚

筋炎および多発性筋炎と共通した特徴を示すことが明らかになった。
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